
あなたと町政を結ぶあなたと町政を結ぶ

鳥取県西部消防ポンプ操法大会

まちのわだい

おしらせ

児童手当

子どもの居場所をつくろう

国民年金・じんけんの詩

国保データ・溝口文芸

2・3

4

5

6

7

8

9

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

7月13日、二部小学校の児童たちが運

転者にメッセージ入りの缶ジュース

を渡し、交通安全を

呼びかけました。
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大
会
の
概
要

　
消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
と
士

気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
七
月
四
日
、
米
子
市

に
あ
る
鳥
取
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
溝

口
町
を
代
表
し
て
町
消
防
団
第
二

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
、
実
際
に
水
を
放
水

す
る
「
水
出
し
操
法
」
と
な
っ
た

た
め
、
よ
り
火
災
現
場
に
近
い
状

況
で
の
操
法
と
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
真
剣
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
団
員
の
規
律
、

迅
速
か
つ
正
確
な
動
き
、
放
水
す

る
ま
で
の
時
間
、
操
法
要
領
遵
守

度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
つ

い
て
各
審
査
員
が
審
査
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
優
勝
及
び
準
優
勝

す
る
と
、
鳥
取
県
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
年
前
、

こ
の
大
会
に
町
消
防
団
第
一
分
団

が
出
場
し
、
地
区
大
会
、
県
大
会

を
勝
ち
進
み
、
全
国
大
会
で
準
優

勝
と
い
う
成
績
を
修
め
て
い
ま

す
。　

大
会
結
果

　
十
一
チ
ー
ム
中
、

最
後
の
出
場
と
な
っ

た
選
手
た
ち
は
、
ち

ょ
う
ど
む
し
暑
い
午

後
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
大
き
な
ミ
ス
も

な
く
、
す
ば
ら
し
い

動
き
で
競
技
を
終
え

ま
し
た
。

　
第
二
分
団
は
、
惜

し
く
も
第
三
位
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
、

県
大
会
へ
の
出
場
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
江
府
町
消
防
団

準
優
勝
　
大
山
町
消
防
団

第
三
位
　
溝
口
町
消
防
団

番
員
賞
（
個
人
賞
）

　
指
揮
者
　
浦
部
祥
司
さ
ん

　
三
番
員
　
山
本
陽
一
さ
ん

大
会
ま
で
の
練
習

　
消
防
団
員
は
、
仕
事

を
終
え
た
後
、
大
山
ア

ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
駐
車
場
に
集
ま
り

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
今
大
会
は
、
「
水
出

し
操
法
」
と
な
っ
て
初

め
て
の
大
会
と
な
る
た

め
、
放
水
時
の
水
圧
に
慣
れ
る
た

め
の
練
習
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
大
山
ア
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
は
放
水
す
る
水
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
二
部
地

内
か
ら
タ
ン
ク
に
水
を
入
れ
、
練

習
会
場
ま
で
運
び
な
が
ら
の
練
習

と
な
り
、
平
日
は
午
後
十
時
頃
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
に
つ
い
て

　
溝
口
町
に
は
、
各
地
区
に
第
一

分
団
（
溝
口
）
、
第
二
分
団
（
二

部
）
、
第
三
分
団
（
日
光
）
、
役

場
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
本
部

分
団
と
四
つ
の
分
団
が
あ
り
、
約

七
十
名
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
消
防
団
員
は
、
火
災
が
発
生

し
た
と
き
は
、
よ
り
速
く
、
よ
り

正
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
作
り
、
「
火
災
ゼ
ロ
の
町
」
を

目
指
し
て
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
溝
口
町
で
は
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
現
在
ま
で
、
民
家
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
火
災

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
溝
口
町
を
、
消
防

団
と
共
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

▲大山アークカントリークラブ駐車場での練習

町
長
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ

「
よ
し
、
い
く
ぞ
」
「
お
う
」

「
団
員
報
告
」
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夏
の
交
通
安
全
運
動
が
七
月
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、

二
部
小
学
校
児
童
と
保
護
者
に
よ
る
交
通
安
全
街

頭
広
報
が
七
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
二
部
地
内
に
お
い
て
通
行
す
る
車

輌
に
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
、
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　７月は社会を明るくする運動強化月間となって

おり、初日となる７月１日に伯耆溝口駅前で街頭

啓発が行われました。

　社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪

や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について

理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、

犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国

的な運動です。

　この日は、町長をはじめ、保護司、更生保護女

性部からおよそ１０人が集まり、通勤者及び通学

者にチラシとティッシュを配り、運動への理解と

協力を呼びかけました。

　
七
月
三
日
、
と
っ
と
り
花
回
廊
敷
地
内
に
お
い
て
、

三
町
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
宝
塚
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
チ
ル
ド
レ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
バ
ン
ド
演

奏
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
会
見
・
岸
本
・
溝
口
の
三

町
か
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
大
正
琴
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

も
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　岸本町・溝口町合併協議会では、住民のみなさんに両町が合併
したらどうなるのかをご理解いただくために、新町で取り組む
まちづくりや住民サービス、住民負担について、説明するとともに、
みなさんと意見交換する場として『出前説明会』を開催します。
　合併協議会事務局の職員が、集落で開催される会合などに伺
います。お気軽にお申込みください。

１ 体験搭乗日
平成１６年９月２６日（日）

２ 体験搭乗募集人員
（１）　一般搭乗（中学生以上）　１００名
（２）　親子（同伴）搭乗（子供は小学生に限定）　２５組（５０名）
３ 体験搭乗機種
Ｃ－１輸送機

４ 応募期限
１６年８月２６日（木）（２６日必着）

５ 応募要領
（１）　一般搭乗
　　ア　ハガキ１枚につき１名様の応募とします。
　　イ　ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号を記入して申し込ん
　　　でください。
（２）　親子（同伴）搭乗
　　ア　対象者は親子（子供は小学生に限定させて頂きます。）と
　　　します。
　　イ　ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、「同伴」と
　　　朱書きして申し込んでください。なお、子供の氏名、学年を
　　　併せて記載してください。
（３）　応募者多数の場合には、抽選とさせて頂きます。当選者に
　　は発送をもってお知らせいたします。
　※　応募は、御一人様又は１組につき１枚のみ有効とさせて頂
　　きます。
６ 応募先（問い合わせ先）
〒６８４－００５３　鳥取県境港市小篠津町２２５８

　　　航空自衛隊　美保基地渉外室
　　　ＴＥＬ：０８５９－４５－０２１１　内線２１１又３４４

と　き　7月29日～8月1日

　【予選ラウンド】　7月29日、7月30日

　　　　　　　　　　7：20～18：00

　【決勝ラウンド】　7月31日、8月1日

　　　　　　　　　　8：00～14：30

場　所　大山アークカントリークラブ

入場料　第１日目：2,000円

　　　　第２日目：2,000円

　　　　第３日目：3,000円

　　　　第４日目：4,000円

　※高校生以下は無料。

問合せ先

　　大山アークカントリークラブ

　　TEL：0859－63－0555

米子会場　8月4日（水）13：00～16：00（開場12：00）
　　　　　米子コンベンションセンタービッグシップ（米子市末広町

　対　　象　原則、集落単位を基本とし、その他住民等の団体
　　　　　　が主催する会合
　　　　　　 ※宗教団体、政治団体は除きます。
　開催期間　平成16年７月から９月末まで
　開催時間　原則として、月曜日から金曜日の午前10時から
　　　　　　午後９時までの時間内
　　　　　　 ※1回の実施時間は、質疑・意見交換を含めて2時間程度
　会　　場　会場は、申し込み団体等で確保、設営　

問合せ先　岸本町・溝口町合併協議会事務局
　　　　　TEL68－4662　FAX68－4663
　　　　　e-mail:gappeikyo@town.kishimoto.net

　　　申し込みから実施までの流れ
①岸本町・溝口町合併協議会へ電話、ＦＡＸ、Ｅメールで必要事
　項（下表）を希望日の２週間前までにお伝えください。
②事務局からお申し込み団体へ連絡し、打合せ
③出前説明会実施

一
般
の
就
職
希
望
の
方
、来
春

大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、既

に
卒
業
し
て
未
就
職
の
方
等
、

鳥
取
県
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
就
職
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
よ
り
会
社
概
要
及
び
従
事

す
る
業
務
そ
の
他
求
人
内
容
の

説
明
の
ほ
か
予
備
面
接（
履
歴

書
不
要
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

設置コーナー
職業相談コーナー
職業適性検査コーナ
ー
福祉相談コーナー

参加企業について
決まり次第ホームページに掲載
　（財）ふるさと鳥取県定住機構
http://www.z-tic.or.jp/~furusato/
　　　県内ハローワーク
http://www.hellowork-tp.go.jp

主催／鳥取労働局、鳥取県、公共職業安定所、財団法人ふるさと鳥取県定住機構
後援／独立行政法人雇用・能力開発機構鳥取センター
お問い合わせ先
　■鳥取労働局職業安定部職業対策課 鳥取市富安2丁目89-9 TEL0857-29-1708

　■鳥取県商工労働部労働雇用課 鳥取市東町1-220 TEL0857-26-7691

　■公共職業安定所（ハローワーク）
　■（財）ふるさと鳥取県定住機構　本所 鳥取市立川町6-176 TEL0857-24-4740

　　　　　　　　　　　　西部事務所 米子市末広町187 TEL0859-38-5002

　　項　目
①団体名
②申込み代表者（氏名・住所・連絡先）
③開催希望日時
④開催場所
⑤参加予定人数
⑥特に重点的に説明してほしい内容・質問事項

▲「安全運転を」と呼びかける児童▲犯罪防止を呼びかけ

▲

溝
口
町
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ウ
ン
ズ
の
演
奏
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　支給対象年齢が、現在の義務教育就学前（6歳到達後最初の年度末）までから、

小学校第３学年修了前（９歳到達後最初の年度末）までに拡大されました。

　新たに、児童手当等を受けようとされる児童の保護者の皆様については、役場

福祉保健課（公務員の方は勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。

　なお、改正に伴う新規請求等は、法施行日より、平成16年9月30日まで受け付

けたものに限り、特例的に4月1日（または支給要件に該当した日）にさかのぼっ

て支給されます。

平成16年度小学校2・3年生の児童等の保護者の皆様
（平成7年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれ）

平成16年度小学校入学児童等の保護者の皆様
（平成9年4月2日生まれ～平成10年4月1日生まれ）

　平成16年3月31日まで、当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は、

特段の手続きは必要ありません。（児童手当等は4月以降も引き続き支給されます。）

　上記に該当しない保護者の方で、受給資格がある場合は、認定請求が必要になります。

（下記参照）。

　現在、児童手当等を受給していない保護者の方は認定請求、現在すでに就学前児童

について児童手当等を受給されている保護者の方は額改定認定請求が必要となります。

なお、請求書のほか、認定に必要な添付書類は、

　　・健康保険被保険者証の写し等（請求者が厚生年金加入者等の場合）

　　・所得証明書（当該市町村にその年の1月1日に住所がなかった場合）

などとなっています。

※所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
お
互
い
に
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
近
年
、
青
少
年
の
問
題
行

動
や
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
が
深
刻
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
重
大
事
件
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
日
本
の
未
来
を
担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
育
む
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
子
ど
も
が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■関連ホームページ　　「子どもの居場所づくり」 http:://www.ibasyo.com

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
新
プ
ラ
ン

　
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
成
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
力
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
教
育
力
を
結
集
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
最
近
の
青
少
年
の
問
題
行
動
の
深
刻
化
や
、

青
少
年
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
の
多
発
な
ど
の

背
景
に
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
全
国
の
学
校
な
ど
で

放
課
後
や
休
日
に
地
域
の
大
人
の
協
力
を
得

て
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
つ
く
り
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
新
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
全
国
の
小
学
校
な
ど
を

活
用
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で
き
る

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
用
意
す
る
「
地
域

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
中
心
に
、
子
育

て
学
習
の
全
国
展
開
に
よ
る
学
習
機
会
の
充

実
や
相
談
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

①
地
域
子
ど
も
教
室

　
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
で
は
、
学
校
の
校

庭
や
教
室
な
ど
に
、
子
ど
も
が
安
全
に
安
心

し
て
活
動
で
き
る
居
場
所
を
設
け
、
地
域
の

大
人
、
退
職
し
た
教
員
、
大
学
生
、
青
少
年
・

社
会
教
育
団
体
関
係
者
な
ど
を
、
安
全
管
理

員
・
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
配
置
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
を
配
置
し
、
親
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
や

学
校
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
協
力
に

よ
る
人
材
の
確
保
・
登
録
を
行
う
ほ
か
、
登

録
さ
れ
た
人
材
を
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
へ

配
置
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

②
家
庭
教
育
支
援

　
文
部
科
学
省
で
は
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を

集
め
た
「
新
家
庭
教
育
手
帳
」
を
作
成
し
、

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
父
親
の
家
庭
教
育
へ
の
参
加
を
考
え

る
集
い
を
実
施
し
た
り
、
親
が
家
庭
教
育
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、

子
育
て
に
関
す
る
教
育
・
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

③
問
題
行
動
・
不
登
校
へ
の
対
応

　
問
題
行
動
や
不
登
校
へ
の
対
応
と
し
て
、

自
立
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
や
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

通
学
支
援
体
制
づ
く
り
、
教
育
相
談
体
制
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
問
題
は
、
大
人
自
身
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
罪
を
犯
す
子
ど
も
た
ち
の
背

景
に
は
、
保
護
者
の
無
関
心
や
過
保
護
な
ど
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
な
く
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
は
、
特
に
「
心
の
居
場
所
」
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
や
行
動
力
、
協

調
性
、
前
向
き
に
生
き
て
い
く
力
な
ど
、
心

の
豊
か
さ
は
、
学
校
生
活
だ
け
で
身
に
付
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は
、
家

族
や
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
大
人
の
力
を
集
結
し
よ
う

　「
居
場
所
づ
く
り
」は
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
の
ふ
れ
あ
い
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。活
動
を
通
じ
て
、大
人

同
士
の
交
流
も
深
ま
り
、
活
躍
の
場
も
広

が
り
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」に
関
す
る
相

談
や
問
い
合
わ
せ
は
、市
区
町
村
の
教
育
委
員

会
な
ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。大
人
も
子
ど

も
も
自
由
に
参
加
で
き
、安
心
し
て
集
え
る
活

動
の
場
を
つ
く
る
た
め
、で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。地
域
の
大
人
た
ち
が
力
を
結
集

し
て
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安
心
し
て
活

動
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「子どもの居場所づくり」キャンペーン
シンボルマーク

は
ぐ
く

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
が

心
の
豊
か
さ
を
育
む
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正、准看護師
溝口町長山

152-1

��
��
��

yy
yy
yy　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

水
そ
そ
ぐ
足
を
止
め
て
眺
め
ゐ
る
は
や
　
草
の
花
二

つ
三
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
立
　
清
美

日
展
へ
出
発
の
吾
に
体
調
を
気
づ
か
ひ
作
業
場
よ
り

妻
は
電
話
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

「
よ
い
朝
の
よ
い
ご
飯
が
で
き
た
」
と
の
日
展
の
書

に
心
惹
か
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

屋
根
裏
の
ゴ
ミ
の
如
き
が
ふ
く
ら
み
て
や
が
て
無
数

の
蜘
蛛
の
子
う
ご
め
く
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

千
枚
田
の
斜
面
に
一
本
栗
の
花
初
夏
の
日
を
浴
び
白

く
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

老
い
三
人
お
に
ぎ
り
つ
ま
み
山
に
食
ぶ
し
大
山
の
方

よ
り
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

百
才
で
逝
き
し
教
友
の
下
村
さ
ん
は
愚
痴
一
つ
だ
に

言
は
ざ
り
し
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

脳
病
み
て
臥
す
兄
見
舞
ふ
眼
の
上
に
湿
り
し
ガ
ー
ゼ

載
せ
て
臥
し
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

青
き
鉢
巻
き
し
め
て
コ
ー
ス
を
走
る
茉
穂
髪
を
ゆ
ら

し
て
わ
が
前
を
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

子
が
川
で
掬
ひ
し
鯉
は
動
き
よ
く
池
に
放
ち
て
三
十

七
年
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
東
公
子

幾
つ
も
の
日
溜
り
で
き
て
大
山
に
緑
深
ま
り
梅
雨
に

入
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

ゆ
っ
く
り
と
老
後
を
暮
す
案
を
ね
る
　
酒
井
千
代
美

老
い
の
坂
ゆ
っ
く
り
登
る
日
は
永
い
　
小
西
　
鈴
枝

ゆ
っ
く
り
と
雲
は
流
れ
て
人
動
く
　
　
毎
田
　
信
翁

食
べ
過
ぎ
へ
ゆ
っ
く
り
す
す
む
肥
満
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
山
　
弘
子

飲
み
放
題
ゆ
っ
く
り
飲
ん
で
お
ら
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
正
光

ゆ
っ
く
り
と
虹
を
画
書
い
て
出
直
を
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
智
恵
子

マ
イ
ペ
ー
ス
人
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
谷
　
静
江

た
ず
な
締
め
ゆ
っ
く
り
的
を
絞
り
こ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
飼
　
和
代

感
情
論
ゆ
っ
く
り
灰
汁
が
浮
い
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
　
豊
枝

ゆ
っ
く
り
と
写
経
を
す
れ
ば
弥
陀
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
　
久
子

点
滴
は
ゆ
っ
く
り
せ
よ
と
語
る
よ
う
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

あ
ぢ
さ
ゐ
は
水
を
匂
は
せ
せ
ま
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
羽
喜
代
子

朝
に
み
て
夕
に
も
み
て
ト
マ
ト
苗
　
　
下
村
　
道
也

竹
皮
を
脱
ぐ
静
か
さ
や
太
宰
の
忌
　
　
光
木
　
正
之

と
き
め
き
の
昔
も
あ
り
て
更
衣
　
　
　
亀
山
ハ
ナ
子

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

こ
ろ
も
が
え

ど
く
だ
み

（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

832人

365人

875人

14人増

3人増

5人減

増　減

★４月末被保険者の状況

★４月分の一人当たり診療費

世帯数　997世帯
被保険者数　2,072人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
18％

一般被保険者
40％

老人医療受給者
42％

7月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。

米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065

※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり

　ますので、ご了承ください。

15,907

49,624

不
問

不
問

じ
ん
け
ん
の
詩

人
権
読
本「
人
権
の
詩
Ⅱ
」よ
り

　
川

　
　
　
　
　
坂
　
村
　
真
　
民

川
は
い
い

川
の
ど
こ
が
い
い
か

そ
れ
は
い
ろ
ん
な
処
に

降
っ
た
雨
が

海
へ
向
か
っ
て
集
ま
り

流
れ
て
ゆ
く
の
が
い
い

人
間
も
そ
の
よ
う
に

み
ん
な
が
幸
せ
を
求
め
て

生
き
て
ゆ
く
ん
だ
と

教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い

26,218

　

8:25～17:30
溝口町荘字

清水田55
136,000

135,000

170,000
〜

日本電産（株）

鳥取技術開発センタ

医 療 法 人

萌 生 会

18

40
〜

8:30～17:00

10:00～19:00

16:30～ 9:00

7:30～16:00

8:30～17:30

16:30～21:00

170,000

280,000
〜

介護員
溝口町長山

152-1

医 療 法 人

萌 生 会

製造

（臨時） 厚生年金や共済組合に加入している会社員に扶養され
ている配偶者は、届け出さえすれば、ご自分で保険料を
負担しなくても将来の年金が自分で受けられます。
届け出が遅れたり、おこたったりしますと、将来年金が
受けられなくなる場合がありますので、必ず手続きを
してください。
なお、その届け出は保険料の時効の関係で2年までしか
さかのぼれません。

第3号被保険者の保険料は、配偶者の給料から天引
きされていると思っている人が多いようですが、
これはまったくの誤解です。第3号被保険者の保険
料は、配偶者の加入する厚生年金・共済組合が制度
全体で負担するしくみになっていますので、第3号
被保険者の届け出によって、天引きされる保険料
の額が変わることはありません。

第3号被保険者の保険料は配偶者の
給料から天引きされていません。

あなたの収入
が減って、配
偶者に扶養さ
れるようにな
ったとき

会社を退職し
て、配偶者に
扶養されるよ
うになったと
き

あなたの収入
が増えて配偶
者から扶養さ
れなくなった
とき、または
離婚したとき

「第3号被保険者であることの届け出」は平成14年4
月より、配偶者である第2号被保険者の会社又は共済
組合を経由して届け出することになりました。

配 偶 者 本 　人 配 偶 者

配偶者の会社
又は共済組合

配偶者の会社
又は共済組合

本人の住所地
のある市町村
役場

第1号被保険者号被保険者第1号被保険者

第3号被保険者号被保険者第3号被保険者

第2号被保険者号被保険者第2号被保険者

第3号被保険者号被保険者第3号被保険者

第3号被保険者号被保険者第3号被保険者

第1号被保険者号被保険者第1号被保険者

届　け　出　先

届　け　出　す　る　人

届け出を忘れた被扶養者届け出を忘れた被扶養者
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＝広報みぞくち7月号　No.527＝

　発行：溝口町役場
　編集：企画課　印刷：株式会社高下印刷
　　〒689-4292
　　鳥取県日野郡溝口町溝口647番地
　　ＴＥＬ　（0859）62-0711
　　ＦＡＸ　（0859）62-7172
　　Ｅメール　mizokuci@sanmedia.or.jp

＝わたしたちの町　（7月1日現在）＝

　人　口　5,273人（前月比－1）
　　男　　2,512人（＋2）
　　女　　2,761人（－3）
　世帯数　1,575世帯（＋3）
　面　積　100.40㎢

　
毎
年
、
桝
水
高
原
で
開
催
さ
れ
る
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
マ
ス
ミ
ズ
が
七

月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

盆
踊
り
大
会
あ
り
、
出
店
あ
り
、
そ
し

て
花
火
大
会
あ
り
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
特
に
花
火
は
、
ど
の
花
火
大
会

に
も
負
け
な
い
迫
力
満
点
の
花
火
で
す
。

皆
様
の
来
場
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。フ

　
広
報
み
ぞ
く
ち
６
月
号
で
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

９
ペ
ー
ジ
　
突
然
襲
う
土
砂
災
害

　
誤
　
危
険
箇
所
図
（
防
犯
マ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　
←

　
正
　
危
険
箇
所
図
（
防
災
マ
ッ
プ
）

西
村
　
美
香

加
藤
　
博
文
さ
ん

さ
ん
（
畑
池
か
ら
）

（
米
子
市
）

とっとり花回廊において、次のとおりイベントが開催されます。
日時：7月17日（土）～8月31日（火）
★イベント内容

「わんぱくパーク」
　場所　水上花壇周辺～かのこ山～香りの広場
　内容　砂場、ロープのぼり、芝生滑りコーナーがオープン。

「ふれあい動物村」
　場所　水上花壇横特設コーナー
　内容　ポニー乗馬体験
　　　　ヤギの搾乳体験（11時～、14時～）
　　　　うさぎ・ミニブタふれあいコーナー

「クイズラリーに挑戦！！」
　　園内４箇所に設置したクイズを解こう。
　　全問正解者には抽選で商品プレゼント。

「ピロロ・ポロロ登場」
　　期間中の土・日、お盆期間（8月13日～8月15日）は、　　
ピロロ・ポロロが登場します。

　★お花畑の科学広場
ペットボトルロケット、生き物体験、まがたまづくりなど、実験・
体験コーナーに参加しよう。（参加料無料）
　日時：8月20日（金） 19時～21時（天体観測会）
　　　　8月21日（土）　9時～17時
　　　　8月21日（土） 19時～21時（天体観測会）
　　　　8月22日（日）　9時～16時
当日、小中学生は入園料無料です。

西伯郡会見町鶴田１１０番地　とっとり花回廊
（電話　０８５９－４８－３０３０）
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★日時／平成16年8月22日（日）
　　　　★場所　鬼の館ホール
　　　　★指導　近藤信子先生
第1回公演【満二才児以上未就学児童対象】
　開場14：00　開演14：30
　　　　　　（親子で定員60名）
第2回公演【小学生対象】
　開場16：00　開演16：30
　　　　　　（親子で定員60名）
入場料／大人500円
小学生以下無料（各公演先着60名）
入場券は町立図書館・情報課で取り扱っております。
主催　溝口町
協力　溝口町立図書館

《近藤信子先生プロフィール》
新潟県生まれ。
桐朋学園でピアノを専攻。
同学園で子どものための音楽教室講師をつとめたあと、アメリカで暮
らす。
帰国後、つくば市で音楽教室「とんとんやかた」を主宰。
著書に絵本「みんなであそぶわらべうた」「にほんのわらべうた」全4
巻　（福音館書店刊）がある。

【お問い合わせ】溝口町役場情報課　0859-63-0991


